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研究員おすすめの本 ～藤野研究員のおすすめ～

　研究員おすすめの本の第2回は藤野正也研究員です。藤野研究員は8月3日からの企画展「100年
後の森を守るために…」の企画監修をしています。専門は林業経済学・環境経済学です。
　藤野研究員一押しの一冊は半谷吾郎・松原始『サルと屋久島：ヤクザル調査隊とフィールドワーク』
です。藤野研究員は屋久島でニホンザルの生態研究も行っており、この本はその調査チームの30年
の歴史を振り返ったものです。野外調査のノウハウや、そこに集う人々のアヤシイ魅力が詰まっていま
す。ヤクザル調査隊は専門家でなくても参加できるところに特徴があります。藤野研究員は人間の研
究者ですし、著者の松原さんはカラスの研究者です（『カラスの教科書』は当センターの人気書です）。
また、絵本作家のとうごうなりささん（『じょやのかね』）も学生時代に参加していました。
　そんなヤクザル調査隊は毎年4月に調査員を募集し、8月に調査を行っています。参加してみたい、という方は「ヤクザル調査隊」で検索す
るか藤野研究員までお問合せ下さい。

ト ピ ッ ク ス

　研究所周辺の「剣丸尾の森」の自然を親子
で親しむ体験を提供する「親子森を楽しむ
会」。今年度1回目、夏の会を6月22日（土）に
開催しました。
　今回は、森で集めた自然素材とアロマオイ
ルを使った「アロマプレート」の工作と、親子で
協力して楽しく活動するネイチャーゲーム「森
の宝探し」を企画しました。定員を大きく上回
る申し込みがあり、自然に親しむ活動への関
心の高さがうかがえました。当日はあいにく
の雨模様でしたが、参加予定のみなさん全員
が出席し、屋外の活動は雨プログラムの「サケ
の川登り」ゲームに変えて実施しました。
　全員が揃ったところで、お互いの気持ちの
距離を縮めるためのアイスブレイクのゲーム
を2つ行いました。活動を通して笑いに包まれ
る様子も見られ、和やかな雰囲気の中イベン
トがスタートしました。
　アロマプレート作りでは、最初に自分の作り
たい型を決めて、そこへ飾るものを選びまし
た。あらかじめスタッフが集めておいた“ノイ
バラの実”“カラマツのマツボックリ”“ドング
リ”などの自然素材を、出来上がりをイメージ

しながら自由に選んでいきました。親子で相
談しながら楽しそうに選ぶ姿や、自分の思い
を大切にしながら活動する様子に、出来上が
りを楽しみにしていることが伺えました。その
後、溶かしたパラフィンを型に流し入れ、そこ
へアロマオイルを垂らしました。どの香りにす
るのかラベンダーやシダ―、パインなど用意
したアロマオイルの中から、みなさん真剣に
自分好みの匂いを探していました。
　雨のため屋外での活動はできませんでした
が、少しでも剣丸尾の森を感じてもらいたい
と考えて、森に生えている「ウリカエデ」の木を
紹介したり（木の肌がまるでスイカかキュウリ
のような緑と黒のしま模様）、森に生息するヒ
メネズミを話題にしてみたりと工夫しました。
「ウリカエデを見に行きたい！」「晴れたら森で
ゲームをしたい！」との声が上がり、ますます森
への興味が高まったようでした。
　作品が固まるまで、「サケの川登り」ゲームを
体験しました。川の匂いをたどって、生まれた
場所まで戻るというサケの習性をゲームにし
たアクティビティです。ロープをたどって故郷
の川まで進んでいきます。分かれ道では、2つ

の匂いを比べて、自分が進む方向を決めまし
た。自然界の匂いの役割を感じながら、おとな
もこどもも夢中になって匂いをたどりました。
　最後に、出来上がった作品を手に、工夫した
ところやこだわりのポイントなど作品への思
いを参加者一人一人が発表しました。そして、
お互いの作品を見て回り、思いを分かち合う
ことができました。それぞれが納得のいく作
品に仕上がったようです。
　今回は雨のため、屋外で森を体験してもら
うことはできませんでしたが、参加されたみ
なさんには、工作や活動を通して森のことや
自然について考える機会を提供できたのでは
ないかと思います。また、アンケートには、「森
の中のしくみをもっと知りたい」「こんどは動
物のことを知りたい」など、今後につながる貴
重なご意見をいただくことができました。11
月の秋の会に向けて準備を進めていく中で活
かしていきたいと考えています。次回の「親子
森を楽しむ会」をご期待ください！
　剣丸尾の森をもういちど訪れたい…参加さ
れたみなさんがそう感じてくれていたら、う
れしく思います。

夏の「親子森を楽しむ会」を行いました！

夏の「親子森を楽しむ会」を行いました！

opics

素材えらび サケの川登りゲームを体験 アロマプレートづくり みなさんの作品
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図1　富士北麓地域 図2　旅行日数

図3　同行者 図4　訪問都市数
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はじめに

　富士北麓地域（山中湖村、忍野

村、富士吉田市、富士河口湖町、鳴

沢村：図1）は年間約1,800万人が

来訪する山梨県の主要な観光地で

す。富士山や北口本宮冨士浅間神

社をはじめとした世界文化遺産構

成資産・構成要素が点在するととも

に、自然、文化、観光レクリエーショ

ン施設が集積しています。そのよう

な中、近年では富士急行線河口湖

駅や新倉山浅間公園・忠霊塔で多

くの観光客を目にするようになりま

した。観光客が増えることは地域経

済にとっては良いことですが、特定

の場所に人が集まると、渋滞やご

み問題などが発生し、住民の生活

に支障が生じます。これは「観光公

害」と呼ばれ、日本各地の観光地

で問題視されています。当地域全

体の活性化を考えるには、地域の

様々な場所を訪れてもらう「周遊」

の促進が重要であるといえます。そ

こで、富士北麓地域の観光客の特

徴を調査し、どのような人達が活発

に周遊しているのかを分析しまし

た。

　まず、観光客の実態を知るべく、

2018年8月3日～5日に、富士山

吉田口登山道泉ヶ滝、富士山吉田

口五合目広場、富士急行線河口湖

駅、道の駅なるさわの4カ所でアン

ケート調査を実施しました。調査対

象は観光客とし、地元住民および

別荘地滞在者による当地域内の観

光も対象としました。主な調査項目

は旅行日数、同行者、旅行目的、訪

問場所、移動手段です。

　調査票の回収方法は、通常、1種

類だけを用意しますが、今回は現

地回収（その場で回収）、郵送回

収、Web回収（Web上のアンケー

トフォームに入力）の3種類を用意

しました。現地回収の場合は紙の

調査票のみ、郵送回収は紙の調査

票と返送用封筒、Web回収はアン

ケートフォームへアクセスするため

のURLおよびQRコードを記した

カードをそれぞれ配布しました。な

お、どの回収方法とするかは無作為

とし、調査項目はいずれの回収方

法でも同じです。

　調査では2,690人に回答を依

頼し、1,925人が調査票または

カードを受け取りました。このうち

895人から回答がありました。この

うち、質問項目にすべて回答した人

（有効回答）は657人でした。した

がって、回収率は46%（895人÷

1925人）、有効回答率は73％

（657人÷895人）でした。

主な集計結果

　図2は回答者の旅行日数を、図3

はどのような人と旅行したのか（同

行者）をそれぞれ集計した図です。

旅行日数は2日間（全体の45%が

回答。以下同様。）が最も多く、同行

者は家族（49%）が最も多くなりま

した。訪問場所を答えてもらい、そ

れをもとに訪問市町村を数えたと

富士北麓地域における観光客の周遊行動
藤野　正也（環境共生科）
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変数 係数 標準誤差 

旅行日数 0.40 0.07 **

目的_ご来光 －0.99 0.27 **

目的_富士登山 －0.55 0.22 *

目的_世界遺産 0.77 0.29 *

目的_名所旧跡 0.97 0.46 *

目的_自然名所 0.60 0.19 **

目的_グルメ 0.56 0.21 *

目的_家族親睦 0.80 0.19 **

目的_特にない －3.44 1.57 *

移動_ツアーバス 0.81 0.25 **

移動_マイカー 0.64 0.18 **

図5　旅行目的別回答率

注：有効回答数657、対数尤度-775、疑似決定係数0.10。
　  **、*はそれぞれ1%、5%水準で係数が有意であること
　  を意味する。
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表1　分析結果

ころ、訪問都市は富士河口湖町

（59%）、富士吉田市（53%）、鳴沢

村（52%）が多く、山中湖村は

22%、忍野村は18%が訪問してい

ました。山中湖村と忍野村の訪問

が少ないのは、両村では調査して

いないことが影響している可能性

が考えられます。この結果を元に訪

問都市数を集計したものが図4で

す。訪問都市数は1都市が全体の

37%であり、63%の回答者が2都

市以上を訪問していました。図5は、

旅行目的別の調査結果を示してお

り、この図から旅行目的は富士登

山（29%）、家族親睦（23%）、自然

観光（23%）の回答が多かった反

面、世界遺産の回答はわずか7%

でした。また、移動手段はマイカー

が半数でした（55%）。

訪問都市数（周遊）が
多い人の特徴

　訪問都市数が多い人の特徴を

明らかにするために、訪問都市数

（1都市～5都市）を被説明変数と

する順序ロジットモデルによる分析

を行いました。分析方法は複雑で

あるため、説明は省略します。表1は

その結果ですが、係数が正の場合

は周遊都市数が増え、負の場合は

減ることを意味します。また、数値が

大きいほど訪問都市数がより増えま

す。これを見ると、旅行日数が増え

ると訪問都市数も増えることがわか

りました。また、旅行目的が世界遺

産以外の名所旧跡、世界遺産、自

然名所、グルメなどの観光であっ

たり、家族親睦であったりする場

合、訪問市町村数が増えることが

わかりました。一方、ご来光や富士

登山の場合は訪問都市数が減るこ

とがわかりました。さらに、移動手段

がツアーバスやマイカーである場

合は訪問都市数が増えることがわ

かりました。一方、子供の有無や所

得の多少は訪問都市数に関係な

いことがわかりました。

どうしたら周遊が
増えるのか？

　集計の結果から、富士北麓地域

での旅行は家族旅行が多いことが

明らかとなりました。分析の結果か

らは、家族親睦を目的としている人

は訪問都市数が多いことが明らか

となりました。従って、家族旅行は周

遊に効果的であり、当地域に最も

来てもらいたい旅行形態であると

考えられます。

　一方、今回の調査では世界遺産

や名所旧跡巡りを目的とした人は

少数でした。しかし、分析の結果、こ

れらを目的としている人は多くの都

市を周遊する傾向にありま

した。そのため、今後はこ

れらの旅行形態を増やす

ための対策が重要である

と考えられます。

　また、富士登山客は周遊しない

傾向が見られました。富士登山は

少なくとも1泊2日の旅行日数にな

ります。登る前に各所を観光するよ

りは体力を温存しておきたいです

し、降りてくると疲れ果てているの

で、どこにも行きたくなくなります。こ

のため、周遊という観点からは富

士登山には対策が必要であると考

えられます。

最後に

　今回の研究から、旅行目的は家

族親睦、世界遺産、名所旧跡巡り

など、移動手段はツアーバスやマイ

カーが周遊の鍵であることがわか

りました。同時に旅行日数が多いと

訪問都市数が増えることも分かりま

した。しかし、ゴールデンウィークや

お盆など、同じ時期にみんなが旅

行に出かけるので、富士北麓地域

内で渋滞が発生し、あまり周遊でき

ない、という問題が生じています。

そのため、地域内の渋滞が解消さ

れるとどれくらい周遊が増えるの

か、渋滞解消でどれくらい観光客が

増えるのか、といった研究を行い、

富士北麓地域がよりよい観光地に

なるための提言を行っていきます。
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■アクセス ●富士急行線河口湖駅より

 　富士急行バス富士山五合目行き（季節運転）

 ●中央自動車道河口湖ICより5Km

■開館時間 午前9時～午後5時

■休館日 年末年始、館内点検日

■休止日 環境教育事業…
 【12月～3月】月曜日（祝日を除く）
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　当研究所では、研究員の研究成果を踏まえた科学
的知見をもとに、様々な年代に合わせた教育プログラ
ムを開発、提供しています。
　「U－15理科研究部」は、小学4年生から中学3年生
を対象に年2回開催している教育プログラムです。
　参加者が研究員から直接研究プロセスを学ぶこと
で、富士山周辺の自然への興味・関心を高め、今後の
学習につなげられるよう実施しています。
　6月29日、植物生態学の中野研究員が講師となり、
16名の参加者と共に同じ植物が日なたと日陰で葉の
大きさや色を変える不思議について研究しました。
　光の当たり方や、葉の傾き、大きさや厚さなどのデー
タを自分たちで集め、それをもとに、植物が場所によっ
て形を変える理由について考えました。顕微鏡を使っ
て、日なたと日陰の葉では気孔の数が違うことを観察
した子どもたちからは、驚きの声が上がっていました。そ
して、自由に移動できない植物が、形を変えることで環
境に適応している仕組みを知って感心していました。
　終了後のアンケートでは、全ての参加者から「楽し
かった」という回答が得られました。

■参加者の声
●とても面白かったです。また来たいです。
●植物は、自分でエネルギーを作れることがわかった。
●葉っぱの口みたいのがおもしろかった。
●調べる物がもらえたので自由研究などに使いたい。
●葉にも呼吸する口があると分かった。
●顕微鏡で見るのが楽しかった。
●グループで協力してやったところが楽しかった。
●日の当たり方によって、植物がどういうふうに変化する
のかがわかった。

●今日は楽しかったです。特に、実際に外に行って葉を採取
して実験をしたのでよくわかりました。

イベント情報
森のガイドウォーク

研究所敷地内の森の中を歩きながら、溶岩の上にできた
森の成り立ちや動植物の特徴などをボランティアガイド
が解説し、観察します。
■期　間…9月1日から10月27日までの土日祝日
■時　間…①10:00～　②11:00～　③13:00～
　　　　　④14:00～　⑤15:00～　（各回約50分）
　※参加無料　どなたでも参加できます。
　※予約不要（10名以上の場合は、要予約）

富士北麓秋の親子自然観察会

■日　時…9月28日（土）9:00～11:30
■対　象…小学生とその保護者　定員30名
　　　　　（未就学児の同伴不可）
■申込み…8月24日（土）10:00～　
　　　　　電話にて受付　先着順

富士山火山観察会

■日　時…10月6日（日）8:30～16:30　定員40名
　　　　　10月10日（木）8:30～16:30　定員20名
■対　象…小学4年生以上（中学生以下のみでの参加
は、不可。昨年度の参加者も不可）
■申込み…8月31日（土）10:00～
　　　　　電話にて受付　先着順

もりのおはなしかい

幼児～小学校低学年を対象に、絵本の読み聞かせや森
の観察などをとおして自然と触れ合い、興味や関心を伸
ばします。会の前にはおりがみ教室も開催、プレゼントも
あります。
■開催日…9月8日（日）、10月20日（日）
■時　間…10:30～、14:00～　各約40分　
　※申込不要

富士山科学講座

　富士山の自然、自然と人との関わりについて、研究成

果をわかりやすくお伝えする全6回の連続講座です。秋か
らは［応用編4～6］を開催します。
■開催日…9月14日（土）「噴火史」、
　　　　　10月12日（土）「登山」、11月9日（土）「草原」
■時　間…13:30～16:00　申込不要

親子森を楽しむ会（秋）

ネイチャーゲームや工作などをとおして、自然への興味
や関心を伸ばします。
■日　時…11月16日（土）9:00～12:00　 
■対　象…小学生とその保護者　定員30名
※詳細は、お知らせのチラシ、ホームページにて御確
認下さい。

■申込み…10月14日（祝）　10:00～　
　　　　　電話にて受付　先着順

U-15理科研究部

理科が好きな人、科学に興味がある人､研究員になって
みたい人を対象とした、研究員による体験イベントです。
■日　時…12月7日（土）9:30～12:00
■対　象…小学4年生～中学3年生　定員10名
■費　用…無料
■申込み…11月2日（土）　10:00～
　　　　　電話にて受付　先着順
※詳細は、お知らせのチラシ、ホームページにて御確
認下さい。

企画展　100年後の森を守るために･･･
　　　　～森を守る社会のしくみ～

森に関わる社会の仕組みを知りながら、100年後の森の
ために、わたしたちができることについて考えましょう。
■期　間…8月3日（土）～11月10日（日）
　　　　　9:00～17:00（最終入場16:30）

スタッフボイス s t a f f v o i c e m i n iス sス ミニ
7月1日から吉田口（ルート）が開山しましたが、7月中旬
になっても曇りや雨が続き、なかなか富士山が顔を出し
てくれませんでした。令和元年の梅雨明けは7月29日頃
で平年差は8日でした。梅雨明け後から急な暑さが続き、

突然の雷雨などもあり、天候が不安定ではありますが、夏
登山やイベント、研究員による本格的な調査や情報収集
が始まったので、天候とも上手にお付き合いしながら夏
を乗り切りたいと思います。

マ ツ ボ ッ ク リ通信

●各イベント・事業は、見学地入場料等を除き無料です。

●日時や内容などを予告なく変更することがあります。

●休館日以外は、サイエンスラボ、企画展示、環境情報センタ
ーをご利用いただけます。

access map

U-15理科研究部
アンダーじゅうご
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